
広
報

か
み
ふ
ら
の

２／３ 火
行政相談・心配ごと相談 13：00

（老人身障者セ）

１０火
広報かみふらの２月１０日号発行

５ 木

１１ 水　建国記念の日

４ 水
議会運営委員会 ９：００ （役場）

７ 土

８ 日
第４０回かみふらの雪まつり 1０：00

（日の出公園）
かみふらの雪合戦大会９：００

（日の出公園）

９ 月

１６月
町議会厚生常任委員会 ９：00

（役場）

１７火
十勝岳噴火総合防災訓練 １０：００

（役場）
心配ごと相談 13：00

（老人身障者セ）

１８水
十勝岳噴火総合防災訓練（避難訓練）

（役場ほか）
いっしょにあそびませんか９：３０

（西保育所）

　１９木
町議会総務文教常任委員会 ９：00

（役場）
のびのびクラブ９：００

（わかば愛育園）

　　　  この広報誌は、この広報誌は、古紙混入率100％の再生紙を使用し古紙混入率100％の再生紙を使用していますています。。

まちの行事　予定

2004 1/25 №536

企画調整課広報広聴係 ��6980 ��5362
ホームページ：http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp

http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp（観光関係）
Eメール：soumu@town.kamifurano.lg.jp（行政関係）

kikaku@town.kamifurano.lg.jp（広聴関係）

１２木
町議会産業建設常任委員会 ９：00

（役場）
みんなであそぼう９：３０

（中央保育所）

６ 金

２０金

１３金　
子育て広場１０：００ （社教セ）

１４土

１５ 日
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富
良
野
警
察
署�
�
０
１
１
０

上
富
良
野
交
番�
�
２
０
３
９

平成１６年
１月号

募
集
し
ま
す

住
民
講
座

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
�
2
6
1
9

▼
ワ
ー
ド
罫
線
書
式
設
定
コ
ー
ス

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
「
ワ
ー
ド
」
を

使
い
罫
線
を
使
っ
た
表
の
作
成
と
書

式
設
定
を
習
得
し
ま
す
。　

無
料
相
談

お
忘
れ
な
く

所
得
税
の
確
定
申
告

富
良
野
税
務
署�
�
２
１
４
４

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

１５

告
の
窓
口
で
の
相
談
及
び
受
付
が
２

月　

日（
月
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。

１６

　

申
告
書
に
ご
記
入
い
た
だ
く
文
字

や
数
字
は
、「
確
定
申
告
書
の
手
引

き
」
を
参
考
に
丁
寧
に
ご
記
入
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
受
付
相
談
会
場
に
お

越
し
の
際
に
は
、
印
鑑
、
前
年
の
確

定
申
告
書
の
控
え
、
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）・
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険

税
、
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
の

支
払
証
明
書
、
そ
の
他
各
種
控
除
に

必
要
な
書
類
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
還
付
申
告
の
方
は
、
２
月

　

日
以
前
で
も
申
告
書
を
提
出
す
る

１６こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
受
給
者
の
確
定
申
告
相
談
会

富
良
野
税
務
署�
�
２
１
４
４

無
料
調
停
相
談
会

富
良
野
調
停
協
会��

２
２
０
９

　

地
域
住
民
の
日
常
生
活
上
の
紛
争

解
決
の
た
め
、
無
料
調
停
相
談
会
を

　

富
良
野
税
務
署
で
は
、
年
金
受
給

者
を
対
象
に
所
得
税
の
確
定
申
告
相

談
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

日
程　

２
月
２
日（
月
）

　
　

時
〜　

時　

分
、　

時
〜　

時

１０

１１

３０

１３

１６

場
所　

消
防
２
階
大
会
議
室

持
ち
物　

確
定
申
告
書（
送
付
し
た

開
催
し
ま
す
。

相
談
内
容　

金
銭
の
貸
借
、
損
害
賠

　

償
、
夫
婦
や
親
族
の
も
め
ご
と
等

　

日
常
生
活
の
紛
争
解
決
に
つ
い
て

日
時　

２
月　

日（
火
）　

時
〜　

時

１７

１０

１５

場
所　

上
富
良
野
町
公
民
館
・
富
良

　

野
市
文
化
会
館
１
階
研
修
室

相
談
担
当
者　

富
良
野
調
停
協
会
所

　

属
調
停
委
員

※
個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

　

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。　

上 富 良 野 町 の
事 件 発 生 件 数

（１２月１日～３１日現在）
５件☆器物損壊
１件☆事務所荒し
６件計

設
置
し
ま
し
た

イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
留
守
家
庭
支
援
窓
口

企
画
調
整
課 
基
地
調
整
室

�
�
６
９
８
０

　

イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
る
上
富
良
野

町
民
で
あ
る
自
衛
隊
員
の
留
守
家
庭

を
支
え
る
た
め
、
１
月　

日
、「
町
」

１４

と「
自
衛
隊
協
力
会
上
富
良
野
支
部
」

が
『
イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
留
守
家
庭

支
援
窓
口
』
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

派
遣
隊
員
が
帰
町
す
る
ま
で
の
期

間
、
留
守
家
庭
に
対
す
る
行
政
手
続

き
の
手
助
け
な
ど
を
行
い
ま
す
。

申
告
書
）、印
鑑
、前
年
の
確
定
申

告
書
の
控
え
、源
泉
徴
収
票（
原

本
）、国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険

税
、生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
の

支
払
証
明
書
、そ
の
他
各
種
控
除

に
必
要
な
書
類

　

１２月の町内交通事故発生状況
（　）は前年比較

毎毎月15日は月15日は『道民交通安全の日』『道民交通安全の日』

(－５)６：人身事故発生件数
(±０)０：死 者 数
(－５)９：傷 者 数
(－１)４１：物 損 件 数

日
時　

２
月　

・　

・　

・　

日

１７

１９

２４

２６

　
（
火
・
木
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　
　

名
１０

受
講
料　

６
千
円

▼
エ
ク
セ
ル
入
門
コ
ー
ス

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル
」

を
使
い
数
値
入
力
と
四
則
演
算
を
習

得
し
ま
す
。　

日
時　

２
月　

・　

・　

・　

日

１７

１９

２４

２６

　
（
火
・
木
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　
　

名
１０

受
講
料　

７
千
円

※
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
、
会
場
は
富

良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
富
良
野
市
西
麻
町
１
番
１
号
）

　

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
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役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
お
困
り
の

こ
と
、
納
得
い
か
な
い
こ
と
な
ど
を

行
政
相
談
委
員
が
お
聞
き
し
て
、
解

決
を
図
る
『
行
政
相
談
』
を
、
毎
月

第
１
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
３
日（
火
）　

時
〜　

時

13

16

　
　
　

３
月
２
日（
火
）　

時
〜　

時

13

16

場
所　

老
人
身
障
者
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　

※
右
記
以
外
で
も
手
紙
や
電
話
で

　

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員　

松
田　

徳
三

　
�
０
７
１
‐
０
５
５
１

　

上
富
良
野
町
本
町
３
丁
目
６
番　

号
４１

　
�
�
２
６
４
０　

　
行
政
相
談

企
画
調
整
課 
広
報
広
聴
係

�
�
６
９
８
０

実
施
し
ま
す

十
勝
岳
噴
火
総
合
防
災
訓
練

総
務
課 
防
災
係�
�
６
４
０
０

　

十
勝
岳
噴
火
に
お
け
る
火
山
泥
流

災
害
を
想
定
し
て
、
２
月　

日（
水
）

１８

に
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
訓
練
の
内
容
は
、
避
難
訓
練

を
主
体
と
し
て
、
①
初
動
体
制
構
築

訓
練
、
②
情
報
伝
達
訓
練
、
③
避
難

訓
練
、
④
救
助
・
救
出
訓
練
、
⑤
避

難
路
確
保
・
道
路
閉
鎖
等
の
５
項
目

を
柱
に
行
い
ま
す
。

　

避
難
訓
練
は
、
防
災
行
政
無
線
か

ら
流
れ
る
サ
イ
レ
ン
の
音
を
聞
い
て

か
ら
地
区
の
指
定
避
難
所
ま
で
皆
さ

ん
に
実
際
に
避
難
し
て
い
た
だ
き
、

い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
が
ど
こ
に
避

難
し
た
ら
よ
い
の
か
、
ま
た
、
ど
う

対
処
し
た
ら
よ
い
の
か
を
体
験
し
な

が
ら
、
自
ら
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

年
１
回
の
総
合
防
災
訓
練
で
す
の

で
、
避
難
訓
練
対
象
地
域
内
の
１
人

で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
「
広
報
か

み
ふ
ら
の
２
月　

日
号
」
で
お
知
ら

１０

せ
し
ま
す
。　

十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報

（
２
０
０
３
年　

月
）

１２

『
概
況
』

　

火
山
活
動
は
引
き
続
き
や
や
活
発

な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
地
震
活

動
は
静
穏
に
経
過
し
ま
し
た
。　

‐
2

６２

火
口
の
噴
煙
活
動
は
依
然
活
発
で
火

口
温
度
も
高
温
の
状
態
が
続
い
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

『
地
震
活
動
の
状
況
』

　

地
震
回
数
は
少
な
い
状
態
で
推
移

し
ま
し
た
。
震
源
は　

‐
2
火
口
周
辺

６２

及
び
旧
噴
火
口
周
辺
の
浅
部
（
海
抜
付

近
）
で
、
こ
れ
ら
は
通
常
の
活
動
域
で

す
。
火
山
性
微
動
は
観
測
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

『
噴
煙
活
動
の
状
況
』

　
　

‐
2
火
口
の
噴
煙
活
動
は
活
発
な

６２
状
態
が
続
い
て
お
り
、
噴
煙
高
度
は
概

ね　

〜　

ｍ
で
推
移
し
ま
し
た
。

１００

２００

『
地
殻
変
動
の
状
況
』

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
観
測
で
見
ら
れ
る
変
化
で

火
山
活
動
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ

る
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

問
合
せ  

　
　

旭
川
地
方
気
象
台
技
術
課 

　
　
�
0
1
6
6�
6
9
3
7

　１２月１６日、青森県内の税務署に、
「貴社の滞納税金の徴収を代行し
て行いますという理由で、早急に
指定口座に未納金額を振り込むよ
う告知する不審な文書が届いた」
との問い合わせが相次ぎました。
　滞納になっている税金の徴収に
当たっては、税務署や県税事務所
が外部業者などに徴収の代行する
ことはありません。
　このような文書が届いた場合
は、期日が迫っているからといっ
てすぐに振り込まずに最寄りの税
務署に問い合わせください。
　なお、不審文書の文面は次のよ
うなものです。

富良野税務署　��２１４４

告知
この度、法人事業税および所得税の未
納、ならびに滞納に対する貴社の徴収
を、代行して行います。
貴社の未納額、及び滞納額は下記の通り
です。下記の期日迄に入金なき場合、法
的手段を取らざる得ません。その場合、
所得税法違反という刑法に反し、刑事告
訴もあり得ます。当方は、トラブル回避
の為迅速な対応を告知致します。

　支払い期日　　平成１５年１２月○○日
　未納金額　　　　○○○，○○○円
　振り込み先　　　○○銀行○○支店
　　　　　　　　　（普）　○○○○○
　　　　　　　　　　　　○○○○○
　会社名　　　　　住所
　　　　　　　　　電話番号

　平日午前１０時より午後６時まで受付
　土・日・祝日定休日

不不審審文文書書「滞納税金の徴収を代行」「滞納税金の徴収を代行」ににごご注注意意をを

開
催
し
ま
す

健
康
体
操
講
習
会

町
民
生
活
課 
国
保
年
金
係

�
�
６
９
８
５

　

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
普

及
促
進
し
て
い
る
「
健
康
体
操
」
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
腰
痛
な
ど

で
困
っ
て
い
る
方
に
お
勧
め
で
す
。

日
時　

２
月
２
日（
月
）　

時
〜　

時

１３

１５

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　

武
道
館

講
師　

生
命
の
貯
蓄
道
北
支
部
長　

　

工
藤
マ
サ
エ
氏

参
加
料　

無
料

色丹島

国後島

歯舞諸島

択捉島

断
固
た
る

決
意
と
熱
意
で

 
四  
島 
返
還

し 

ま

２月７日は２月７日は

北方領土の日

持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
・
バ
ス

　

タ
オ
ル　
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かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののかみふらの 社会福祉協議会��３５０５

大町３丁目２番２２号(老人身障者センター内)
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人は誰でも思いやりの心を持っています。
それを、周りの人にわけてあげることの実践が「ボランティア活動」なのです。
ボランティア活動始めませんか？  今回は、個人ボランティアの活動状況をお知らせします。

�配食サービス
ボランティア�

　毎週、月～土曜日の夕食を
社会福祉協議会の車両を使用
して配送しています。
現在の配食利用者は、４３名。
ボランティア１人が１日２５食
を限度に月２回程度14：40～
17:00の間で配送しています。

�サテライトディサービス
ボランティア �

　利用しているお年寄りとの
お話し相手をしています。　

�電話安否確認
ボランティア�

　毎週、月～金曜日（祝日を除く）
約１時間程度、電話で安否確認
を実施しています。
対象者は、現在６２名。
場所は、社会福祉協議会のボラ
ンティア室で１日２０名程度行っ
ています。

個個人人ボボラランンテティィアアのの活活動動ははどどんんななももののががああるるのの？？

�母子通園センターでの
ボランティア�

　泉栄防災センター２階母子通
園センターに通園する同伴児の
お世話をしています。
毎週、月・水曜日10:00～12:00
２名体制で実施しています。

ボランティアを必要としている方の相談や
このようなボランティアだったらできるなど、
ご要望に応じています。気軽にご連絡ください。

ボボラランンテティィアアココーーデディィネネーータターーのの福福本本ままでで����33550055

食事は毎日のこと。そして１日３食のこと。
だからこそ「食べてくれない」と言った悩みはお母さんにとって深刻です。
今回は、「子どもの少食について」考えてみましょう。

生活リズムを整え、食事時間を決めましょう。
２歳児の胃の容量は大人の5分の1、間食は決めた時間に決めた量を！

　２歳になると、にぎりばしができるようになり、自分で食べたいという欲求がでてきます。奥歯が生え
そろい噛む力も強くなります。この時期に噛む練習をする経験ができないと硬いものを噛むことが苦手
となります。また、人間が本能的に好む甘味(糖質)、旨味(たんぱく質)といった味覚に加えて、苦味や酸
味などさまざまな味を学習する時期でもあります。食は単に空腹を満たすものではありません。子ども
たちの体をつくり、口腔機能(噛む・味覚形成)、情緒の発達など、幅広く人間の生きるための基礎となっ
ています。そのためにも、１日３食の食事は大切な時間なのです。

『子どもの少食』について

2歳児 　　 　たかし君の生活リズムと胃の中の状態を見てみましょう。

8～１０時 ２３時１２時 １８時

起床 就寝昼食 夕食朝食

胃の
容量
300�

祖父母の家に行く お父さんと遊ぶ

ごはん一口二口
おかず少々

みかん１個
ジュース150�
おかき（菓子）
チョコレートなど

ほとんど
食べない

豆パン１個
牛乳150�

生活
リズム

食事の
内容

　午後から祖父母の家に遊びに行き、
大好きなお菓子を食べるので、常時胃
の中は食べ物で満たされています。
　また、冬期間は家の中で遊ぶことが
多くなり、体を動かすことが少ないの
で、エネルギー消費が少なく、空腹感
が感じられないようです。

　朝食から間隔が空かないまま、昼
食、前のおやつ、そして夕食と、起
床時を除き、ほぼ胃の中が食べ物で
満たされています。夕食では一口
二口食べるとすぐ遊びに立ち上
がってしまうので、お母さんの悩み
になっています。

　起床時間を決め
ていないため、朝食
が１１時近くになり、
そのため、昼食はほ
とんど食べられま
せん。


